
２０２４年度 第２回 雄踏中学校学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  2024年９月 10日（火）  14時 30分～16時 30分まで 

２ 開 催 場 所  雄踏中学校 1階会議室 

３ 出 席 委 員  藤田 源大、坂下 正泰、山内 勝己、種岡 裕美、関谷 みゆき 

坂田 尚久、河瀬 俊夫、渥美 香由里  

４ 欠 席 委 員  藤田 雅光 

５ 学   校  山下 博之（校長）中津川 広美（教頭）石塚 琢磨（教諭）   

武田 伸江（教諭）茂津目 和史（教諭） 

藤松 昌一（ＣＳディレクター）     

６ 教育委員会  牧野 知子 

７ 傍 聴 者  ０名 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 藤松 昌一 

 

９ 開会挨拶（教頭） 

９名の委員のうち出席８名、欠席１名です。出席委員は過半数に達しており、会議

が成立することを報告します。前回の会議録の内容は、資料をご確認ください。熟議

は藤田会長に一任します。 

 

10 会長挨拶（藤田源） 

  「雄踏ならでは」の教育に関する熟議について校長先生からの説明をお願いします。 

 

11 校長説明 

  ・教育委員会 牧野さんの紹介及び第２回協議会参加職員の紹介。 

  ・第 1回協議会に参加して運営委員の皆さんの地域への愛情の強さ、教育力の高さを

感じました。委員の皆さんの意見について、学校が取り組んだ内容をお伝します。 

  ・学校の頑張りを地域に周知してほしいという意見に対し、学校だより（をぶみ）第

１号をホームページにアップし、回覧板で回しました。次回は学校運営協議会の内

容もたよりにして回覧します。 

（１）人口減少に向けた中学校教育について 

  ・雄踏町の年齢別人口表を見ると、０～４歳を見ると減少幅が大きくなり、10年後

の雄踏中は３クラスに減少し、減少傾向が加速するかもしれません。郷土愛を深め

られるよう「雄踏らしい教育とは何か？」について熟議をお願いします。 

 （２）中学校教師の働き方改革について 

  ・教職員の負担軽減について、教育の質の向上を図りながら支援を希望する３項目

『雄踏伝統の三立』『雄踏ならではの教育の実現』『子供と向き合う時間や質の高

い教育に向けた教材研究の時間の確保』について、「どんな内容が実現可能か」と

熟議して頂き、方法、環境整備、協力などご示唆を頂きたい。 

 

12 熟議内容発表 

 Ａグループ（発表者：坂田さん） 

 ・放送漢字の丸つけについては、指導のポイントがあり、協力は難しいでしょう。 

 ・奉仕作業について、平日は厳しく教員もＰＴＡも忙しい。しかし、少数でも参加派の

人たちも存在すると思う。皆さんに参加してもらいたいと思う気持ちはあるが、なか

なか掛け声だけで終わってしまう可能性がある。 



 ・防災学習については、今年度は宿泊しないということですが、継続して毎年訓練を実

施することが大切。普段体験できないことを体験する貴重な機会です。 

 ・地域の祭りについて、運営側でも参加者が増えるような対策をしていく必要がある。 

 ・交通指導について、通学等で自転車に乗りはじめ、中学生の交通事故が増えている。

交通ルール教育を充実させることが必要。 

 

 Ｂグループ（発表者：坂下さん） 

 ・地元納涼祭で雄踏中ボランティアの皆さんが笑顔で対応して素晴らしかった。地域行

事に対しても積極的に参加があり、有難かった。 

 ・「雄踏ならではの教育」として、面接練習は地域の皆さんが参加し非常に良かった。 

 ・放送漢字については、雄踏中ならではの教育方法で伝統がある。 

 ・ボランティアとして地域の大人の人たちと接することが教育になると思います。中学

生が主体となり出店して販売するなどの機会が作れないか検討していきたい。 

 ・挨拶について、交通指導のベストを着ていないと声を掛けづらい。なるべく地域の皆

さんが積極的に声掛けをして挨拶が盛んになる様に努力していきたい。 

 ・地域の防災学習について、地域の危険個所を調査したようだが、それをマップ等にま

とめて行政に訴えていき、地域の安全向上に取り組んでいけたらと思う。 

 

 山内 地域ふれあい祭りなどでボランティア活動をより一層実現したい。 

 河瀬 中学生が自主的に考えて活動できると更によい。防災訓練も地域が担当し、行政

に伝えていき、自分達の活動を PRすることで継続させる力になっていくと思う。  

 会長 貴重なご意見ありがとうございました。 

 校長 いろいろなご意見ありがとうございます。非常に参考になりました。休日の部活

動地域移行について、教育委員会作成の資料を基に説明。令和８年度から教師は休

日部活動には参加しなくなる予定だが道筋は厳しいと思います。 

会長 運営協議会として部活指導者として適任者がいれば委員の皆さんは積極的にお声

がけをお願いします。 

 

 13 令和６年度活動についての説明 

 武田  防災活動について資料に従って説明を実施。実施日１０月１６日・１７日。炊

き出し活動についてボランティアとして協力をお願いします。防災講演会につい

ても全校父兄及び地域回覧板で皆様の参加を募集しています。 

茂津目 ２年生職場体験学習について資料を使い説明。実施日１０月１６日・１７日。

受け入れ先事業所を確保し全員の職場体験を実施できるようにした。 

 教頭 被服実習ボランティア依頼を例年通り１０月中旬から１月下旬に実施 実施日は

火曜日、内容はランチョンマットの作成（１年生） 

河瀬  昨年のアンケート調査で意見を出しています。その意見を参考にして改善をお

願いします。生徒がカレー作りを行う方向で検討をお願いします。 

教頭  今年度も昨年同様の準備をしています。子どもたちの参加については来年以降

生かして行けるよう検討します。 

 

 14 まとめ 

牧野  学校運営に係わる重要な熟議で学校運営方針が地域に理解され、バージョンア

ップすることで地域に開かれた教育になると思います。先生方のアンケート結果

が生徒の活動に反映されていけば素晴らしい事だと思います。 

教頭  次回 １１月１２日（火）以上で学校運営協議会を終了します。 



   


